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燃料電池自動車・水素インフラ関連プロジェクトの年度展開 
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2005年度 2008年度 2007年度 2006年度 2009年度 ～2004年度 

       （2005-2009年度） 
       水素社会構築共通基盤整備事業  

2010年度 2011年度 2012年度 

 （2006-2012年度） 
  水素先端科学基礎研究事業  

（2008-2009年度） 
燃料電池先端科学研究事業 

       （2007-2011年度） 
       水素貯蔵材料先端基盤研究事業  

     （2005-2007年度） 
     燃料電池先端科学研究事業（ＭＥＴＩ事業） 

        
 
 

水
素
供
給
・利
用
技
術 

H20新規 

 （2006-2008年度） 
 燃料電池システム等実証研究（ＭＥＴＩ事業） 

（2005-2009年度） 
 固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発 
           

 （２０１０-2014年度）  
 固体高分子形燃料電池 

実用化推進技術開発 

          （2008-2012年度）     

          水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発      

（2009-2010年度） 
燃料電池システム等実証研究 

（2002-2005年度）(JHFC-1) 
燃料電池システム等実証研究 
(METI事業) 

〈2000-2004年度〉 
燃料電池ｼｽﾃﾑ普及 
基盤整備事業 

           
（2003-2007年度）     

     水素安全利用等基盤技術開発 

（2008-2014年度） 
     劣化機構解析とナノテクノロジーを融合した高性能セル 

のための基礎的材料研究 （HiPer-FC） 
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実証研究 

技術開発 

経済産業省（METI）事業 

NEDO事業 

（2011-2015年度） 
地域水素供給インフラ 
技術・社会実証 

 次の展開は？ 



論 点 

 水素貯蔵材料を組み込んだ水素容器搭載のＦＣＶ実用化に向けて、 
ＮＥＤＯが本日および今後、意見交換・確認したい事項は次の通り。 
 
  【論点1】 開発計画 
    - 実用化の観点から、どういった材料に絞り込むべきか？ 
    - 実用化に向かって開発を進めるためのアプローチは？ 
 
  【論点2】 開発体制 
    - 実用化に向かうために適切な体制（企業間の連携、成果の 
    受け取り手の関与）を構築できるか？ 
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（注）図の縦軸はFCVの台数と水素ステーションの設置数の相対的な関係を示すもの 

フェーズ１ 
技術実証 
【JHFC-2】 

フェーズ２ 
技術実証＋社会実証 
【ポストJHFC】 【開始期】 

フェーズ３ 
普及初期 

【拡大期】 

フェーズ４ 
本格普及 
【商用期】 

2010   2011 2025   2026 2015   2016 

FCVユーザーの利便性を確保し
つつFCV生産･販売台数を拡大 
ステーション及び水素の低コス
ト化技術開発･規制見直しを継
続実施 

技術課題の解決と規制見直しの推進 
（開発の進展を随時チェック＆レビュー） 

社会経済的な視点から、 
FCVと水素ステーション
の効用を検証 

年 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
台
数 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
数 

エネルギー多様化と 
CO2排出量削減に貢献  

商用ステーションの仕様決定  

商用ステーションの設置開始  

車種増加によるFCV台数の立上り  

ステーションの先行的設置が  
特に必要な時期 

ステーション 1,000箇所程度※  

FCV 200万台程度※  

※前提条件：FCVユーザーのメリット（価格・利便性等）が確保されて、順調に普及が進んだ場合 

ステーション設置及び水素コストが 
目標に達し、ステーションビジネス 
が成立する時期（FCV2,000台/ST） 
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水素貯蔵材料を組み込んだ 
水素容器搭載のFCVの普及？ 

    産業技術としての位置づけ、必要性、実用化シナリオ 

FCVと水素ステーションの普及に向けたシナリオ 



成果の適用 
成果の適用 成果の適用 

液体水素容器 
（4気圧） 

 

9ｗｔ％ 
BOG*：1-2％/日、 開始時間：100h 
【2015年に向けての課題】  
・BOG対応技術 
・大型車両用容器の開発 

実用段階 
5 wt% 
BOG*：3-6％/日、開始時間30h 

（注）* 
水素貯蔵容器コストは、車両1台に搭載される貯蔵シ

ステム（複数容器の場合はその合計）について、各
時期に想定される生産規模でのコストを示す。 

水素貯蔵 
技術の 
現状・成果と 
主な課題 

高圧貯蔵容器技術が中心 
・材料・製造技術による低コスト化 
・高圧貯蔵容器の安全性の検証 
・水素貯蔵材料の高性能化 等 
・新規貯蔵材料探索 等 

技術の複合化による 
最適貯蔵ｼｽﾃﾑの達成 
・飛躍的な低ｺｽﾄ化の達成 
・軽量・ｺﾝﾊﾟｸﾄ・高耐久で安 
 全な水素貯蔵容器の実現 

高圧貯蔵容器技術を中核に 
他の貯蔵技術も複合化 
・量産化による低コスト化 
・貯蔵容器のコンパクト化・軽量化 
・仕様の標準化 

高圧水素貯蔵技術の進展によ
り、公道で500km走行を達成 
 

水素貯蔵量3%（世界トップレベ
ル）の合金開発目途 

水素吸蔵合金 
  
 
無機系材料 

水
素
貯
蔵
材
料 

乗用車用ハイブリッド容器 
（350気圧） 
開発・試用段階   2.5 wt% 

リチウム系等の高貯蔵密度材料
に関する基礎研究が進展。 

【2015年に向けての課題】  
・低ｺｽﾄ化、高耐久性 
・熱交換器の軽量・高性能化 
・合金飛散防止・振動対策・安全技術 

水素貯蔵ｼｽﾃﾑ 
wt％ / 体積 
（貯蔵量5kg相当の場合） 
 

水素貯蔵容器コスト* 

水素貯蔵材料容器 
（貯蔵材料内蔵） 

TiCrV系BCC合金３％目途。 
 

Mg系等の新規合金材料開発
が進展。 
 

貯蔵密度6~9mass％級 
【2020年に向けての課題】 
・水素吸蔵・放出速度性能の向上 
・劣化対策、耐久性向上、組成最適化 
・低コスト化、リサイクル 等 

貯蔵密度3~4mass％以上 
【2015年に向けての課題】  
・水素吸蔵・放出速度性能向上 
・劣化対策、材料組成の最適化 
・新規材料探索 等 

小型貯蔵材料容器（30気圧） 
試用段階 

 

【2020年に向けての課題】  
・安全性、信頼性向上 
・容器、熱交換器の軽量 
  化・ｺﾝﾊﾟｸﾄ化 
・例示基準検討 等 

大型車両
への展開 

350気圧容器は、例示基準制
定、実用化段階。 圧縮水素容器 

(車載用複合容器) 
700気圧容器は個別認可による 
車両搭載、開発・実用化段階。 

【2015年に向けての課題】 
・広範なﾗｲﾅｰ材料の検討 
・容器劣化・損傷探知 技術、 
  非破壊検査技術 等） 
・水素脆化対応材料 
・容器付属品の低ｺｽﾄ化・  
  高性能化 等 

【2020年に向けての課題】 
・ﾗｲﾅｰ材の最適化・高強度化 
・炭素繊維の低ｺｽﾄ化・ 
  ﾘｻｸﾙ技術 
・最適設計によるﾗｲﾅｰ、 
   CFRPの薄肉化 
・規制見直し、量産による低ｺｽﾄ化 

容器の 
仕様の 
標準化 

5 wt% / 178Ｌ 
約300～500万円 

5.5 wt％ / 125L 
100～200万円 

6 wt％ / 100 L 
数10万円程度 

7.5 wt％以上 / 70L以下 
10万円程度 

水素貯蔵メカニズム解明等基盤研究によるブレークスルー 
革新的な水素貯蔵材料・貯蔵システムの検討・開発 
（活性炭・CNT等の高貯蔵密度材料 等） 

*BOG:ﾎﾞｲﾙｵﾌｶﾞｽ 

3~4 wt% 
 

4~5 wt% 

  
 
  

成果の適用 

 ２０３０年頃 
 本格商用化 

  ２０２０年頃 
普及初期 

２０１５年頃 
普及開始 

現在（2010年度初頭時点） 
技術実証 

 

17wt% 
BOG*：0.5-1％/日、 開始時間200h 
【2020年に向けての課題】  
・BOG対応技術の高度化 

【2030年に向け 
      ての課題】 
・更なる低ｺｽﾄ化 
 （最適設計、 
 生産技術） 

用途別の
最適水素
貯蔵ｼｽﾃﾑ 

技術の複合化 技術の複合化 

充填圧力
の低圧化 

複合容器
並みの低
ｺｽﾄ化 

水素吸蔵・放出
性能が高く、ｺﾝ
ﾊﾟｸﾄな水素貯
蔵材料の実現 
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水素貯蔵技術 NEDOロードマップ2010 



プロジェクトリーダー（秋葉悦男） 

金属系 
水素貯蔵材料 
の基礎研究 

非金属系 
水素貯蔵材料 
の基礎研究 

計算科学的手法に 
基づく水素吸蔵材料 
特性評価とメカニズ 
ム解明に関する研究 

水素と材料の 
相互作用の 
実験的解明 

(独)産業技術総合研究所 
Los Alamos研究所* 

(大)高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器研究機構 
(独)日本原子力開発機構* 

京都大学* 
山形大学* 
福岡大学* 
新潟大学* 

(独)産業技術総合研究所 
東北大学 
広島大学 
大阪大学 

推進助言委員会 

中性子散乱装置 
による水素貯蔵 

材料研究 

広島大学 
北海道大学 

(独)日本原子力開発機構 
大阪大学 
岐阜大学 

(財）高輝度光科学研究センター 
広島大学 
東北大学 

*再委託 

「水素貯蔵材料先端基盤研究事業」（H19～H23） 研究体制 
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NEDO 
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「NEDO 水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発」の各テーマ 



実用化の候補材料、開発のアプローチ 

 どういった材料が候補として存在し、実用化に向けてどのような
アプローチを取る必要があるのか？ 

【論点1】 
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主な水素貯蔵材料の現状 

水素吸蔵量(wt％) 水素放出温度(℃) 密度（ｇ/cm3） その他

BCC合金 3.2 120 6～7 ？

MgH2 7.6 300～400 1.7 再吸蔵が困難

Mg2Ni 3.6 250～300 2.6 ?

ラーベス 1.7 25 6～7 ?

吸着系 ゼオライト鋳型炭素 2.2 25 ? ?

Mg（BH4）2系 10 500以下 ? 再吸蔵が困難

Mg(NH2)-LiH系 4.5～5.0 200 ? 可逆的

6.0wt%以上 150℃以下 -

材料種

合金系

ホウ素系

（参考）　目標値

  アミド系 
ホウ素系 



ユーザー 
（自動車メーカー） 

容器メーカー 

産業技術としての開発体制 

貯蔵材料メーカー 

大学・研究機関 

ニーズ 
容器評価 

ニーズ 
材料評価 

試作容器の提供 
 

 実用化（および効率的な開発推進）には、どのような体制・スキ
ームを構築するべきか？ 

どのような貢献・関与を求めるのか？ 

【論点2】 
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試作材料の提供 



今後の進め方 

研究実施概要 

 今後の水素貯蔵材料開発についてNEDOへのご意見、ご提案等ございましたら、
ご連絡ください。 
 また、本会議の発表者（自動車メーカ、「水素貯蔵材料先端基盤研究事業」関係
者）との意見交換等のご希望がありましたならば、仲介しますので、ご連絡ください。 
 
【連絡先】 
  独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 
  新エネルギー部 燃料電池・水素グループ 
  藤井 千弘 TEL：  080-4103-9222  E-mail:  fujiichr@nedo.go.jp 
  中山 博之 TEL：  080-4103-9761  E-mail: nakayamahrs@nedo.go.jp 
 
 
 なお、今後の水素貯蔵材料開発の進め方の整理を目的として、冊子「水素貯蔵
材料の現状と課題」（仮称）を年内に編集・発行することを検討していますので、ご
協力をお願いします。 
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